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◎
紀
要 

第
25
号

江
戸
川
大
学
紀
要

　
歴
代
の
編
集
委
員
長
の
ご
尽
力
も
あ
り
順

調
に
発
行
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
つ

い
に
今
号
で
通
巻
第
25
号
と
な
り
ま
し
た
。

25
年
前
に
「
情
報
と
社
会
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
本
学
紀
要
で
す
が
、
ま
さ
に
情
報
社

会
の
発
展
と
と
も
に
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
一
号
の
欠
巻
も
な
く
第
25
号
ま

で
発
行
で
き
た
最
大
の
理
由
は
、
本
学
教
員

の
絶
え
間
な
い
研
究
努
力
の
積
み
重
ね
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
本
学
教
員

の
最
も
身
近
で
、
か
つ
最
も
重
要
な
研
究
成

果
発
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
発
展
す

る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◎Language Education

江
戸
川
大
学
語
学
教
育
研
究
所
紀
要 

第
13
号

　
今
号
は
、
市
村
学
長
の
特
別
寄
稿
﹃「
私

の
受
け
た
語
学
教
育
」
そ
し
て
「
こ
れ
か
ら

の
語
学
教
育
」﹄
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
時
代
か
ら
学
生
時
代
に
触
れ
た
英
語
教
育
、

N
H
K
時
代
の
異
文
化
体
験
を
語
り
な
が
ら
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
、
意
外
な

一
面
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
研
究
所
員
の
論
文
、
研
究
所
主
催
の
研

究
会
や
セ
ミ
ナ
ー
活
動
の
報
告
、
平
成
26
年

度
の
活
動
報
告
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎Inform
atio

江
戸
川
大
学
情
報
教
育
研
究
所
紀
要 

第
12
号

　
今
号
で
は
、
論
文
と
し
て
、「
イ
ン
フ
ォ
テ

イ
メ
ン
ト
（
情
報
＋
娯
楽
）」
の
教
育
実
践
と

し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
、

及
び
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
扱
っ
た
事
例
の
紹

介
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
経
験
の
無
い
学
生
に

対
す
る
シ
ス
テ
ム
設
計
に
か
か
わ
る
指
導
の

工
夫
事
例
、
語
学
教
育
研
究
所
と
の
共
催
研

究
会
に
基
づ
く
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
に
か

か
わ
る
考
察
の
４
本
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
続
き
、
情
報
文
化
学
科
が
主

催
し
た
「
第
２
回
情
報
教
育
研
究
会
」
で
の

話
題
提
供
５
件
、
及
び
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
記
録
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
エ
ウ
レ
カ

江
戸
川
大
学
総
合
情
報
図
書
館
報 

第
42
号

　

　
表
紙
は
、
お
花
畑
で
嬉
し
そ
う
な
ね
こ
館

長
。
毎
日
ご
き
げ
ん
で
、
ネ
コ
モ
ン
ズ
入
口

で
利
用
者
の
皆
さ
ん
を
「
よ
う
こ
そ
！
」
と

大
歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
。
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
ネ
コ
モ
ン
ズ
で
は
、
利
用
者
主
体
の

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
号
は
東
葛
地
区
大
学
図
書
館

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（T

U
LC

）
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、
加
盟
館
の
各
担
当
者
に
依
頼
し
、
７

大
学
図
書
館
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
寄
稿
が
実
現

し
ま
し
た
。

　
毎
年
、
教
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

の
方
々
よ
り
、
ご
寄
稿
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

内
容
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
、
幅
広
い
ご
協
力

を
賜
る
こ
と
が
で
き
、
お
か
げ
で
図
書
館
へ

の
注
目
が
少
し
ず
つ
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
に

深
く
感
謝
し
ま
す
。
図
書
館
関
係
者
一
同
、

今
後
も
よ
り
一
層
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
る
所
存
で
す
。

◎
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

海
外
専
門
研
修
記
録 

第
25
号

　
平
成
26
年
度
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
、

海
外
専
門
研
修
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ベ
ト

ナ
ム
・
韓
国
）
の
研
修
記
録
が
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
例
年
の
ご
と
く
、
学
生
の
体
験
記

を
中
心
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
と

文
化
、
異
文
化
体
験
に
つ
い
て
の
心
構
え
、

研
修
に
関
す
る
注
意
点
等
、
こ
れ
か
ら
研
修

を
迎
え
る
学
生
諸
氏
に
有
益
な
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

◎
博
物
館
学
芸
員
資
格
取
得
養
成
課
程
年
報 

vol.6　
学
芸
員
資
格
取
得
を
目
指
す
学
生
た
ち
の

博
物
館
見
学
や
博
物
館
で
の
実
務
実
習
報
告

と
、
学
芸
員
資
格
取
得
養
成
課
程
の
活
動
報

告
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
平
成
26
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
報
告
書

　
本
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
概
要
、
キ
ャ
リ
ア
科
目
の
体
系
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
績
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
た
学
生
た
ち
の
体
験
報
告
書
が

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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科学研究費補助金（学術研究助成基金助成金）が
交付された研究を紹介します。 研究

レポート

　
文
化
財
と
は
、
ど
の
よ
う
な
モ
ノ
を
指
す
の
で
し
ょ
う

か
。
文
化
財
保
護
法
で
は
、「「
有
形
文
化
財
」、「
無
形
文

化
財
」、「
民
俗
文
化
財
」、「
記
念
物
」、「
文
化
的
景
観
」

お
よ
び
「
伝
統
的
建
造
物
群
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
土
地
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
遺
物
を
埋
蔵
文
化
財
と

呼
び
、
こ
れ
も
文
化
財
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
来
、こ
れ
ら
文
化
財
に
お
け
る
芸
術
学
的
研
究
で
は
、

文
化
財
の
形
状
や
文
様
、
材
料
、
銘
文
の
解
読
な
ど
の
分

析
に
よ
っ
て
、
作
者
の
特
性
把
握
や
、
制
作
集
団
の
特
定
、

美
術
史
や
技
法
史
、
材
料
史
、
文
様
史
な
ど
、
年
代
考

証
を
含
む
史
学
的
研
究
、
文
化
の
伝
播
に
関
す
る
地
域

研
究
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
際
に
行
わ
れ
て
き
た
主
た
る
研
究
手
法
は
目
視
観

察
で
あ
り
、
そ
の
他
、
古
文
書
解
析
や
文
献
資
料
に
よ
る

照
合
な
ど
の
人
間
の
感
性
に
頼
る
研
究
解
析
が
主
で
し
た
。

現
在
の
文
化
財
研
究
で
は
、
従
来
の
研
究
手
法
に
加
え
、

自
然
科
学
的
手
法
が
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
に
対
す
る
自
然
科
学
的
研
究
の
必
要
性
は
、

昭
和
八
年
頃
か
ら
瀧
精
一
博
士
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
芸

術
分
野
の
新
し
い
研
究
手
法
と
し
て
人
々
に
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
急

速
に
発
展
し
ま
し
た
。

　
発
展
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
法
隆
寺
金
堂
の
焼

損
で
す
。
焼
損
し
た
壁
画
の
保
存
に
関
す
る
研
究
が
急

務
と
さ
れ
、
文
化
財
に
使
わ
れ
て
い
る
材
料
、
文
化
財
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
、
文
化
財
の
構
造
に
つ
い
て
の
研
究
が
、

第
一
線
の
研
究
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

文
化
財
を
保
存
す
る
た
め
の
学
問
﹃
文
化
財
保
存
学
﹄
と

い
う
新
し
い
研
究
分
野
が
誕
生
し
ま
し
た
。
文
化
財
の
保

存
に
関
す
る
研
究
は
、
法
隆
寺
金
堂
の
問
題
だ
け
で
は
な

く
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
被
災
、
金
閣
寺
の
火
災
な

ど
も
背
景
に
あ
り
、文
化
財
保
護
法
が
新
し
く
公
布
さ
れ
、

昭
和
25
年
8
月
28
日
に
文
化
財
保
護
委
員
会
が
発
足
す

る
な
ど
、
文
化
財
保
護
の
措
置
が
国
家
政
策
の
中
に
取
り

入
れ
ら
れ
た
こ
と
も
、
研
究
分
野
の
発
展
を
後
押
し
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　﹃
文
化
財
保
存
学
﹄
の
研
究
分
野
は
、
主
に
文
化
財
の

分
析
研
究
（
素
材
研
究
と
伝
統
技
法
研
究
）
と
保
存
修

復
に
関
す
る
研
究
（
修
復
材
料
研
究
と
保
存
修
復
技
法

研
究
）
の
二
つ
の
分
野
に
大
分
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
「
美

術
工
芸
文
化
財
の
保
存
修
復
用
洗
浄
に
関
す
る
研
究
」は
、

保
存
修
復
技
法
に
関
す
る
研
究
で
す
。

　
こ
の
研
究
を
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
の
は
、
エ
ジ
プ
ト

の
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
６
世
紀
の
織
物
の
研
究
で
し

た
。
ミ
イ
ラ
の
体
液
が
付
着
し
て
い
る
織
物
を
取
り
扱
っ

て
い
る
時
に
、
こ
の
体
液
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

D
N
A
解
析
実
験
で
ど
ん
な
人
が
包
ま
っ
て
い
た
の
か
が

わ
か
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
そ
こ
か
ら
発
展
し
、
体
液
を
抽
出
す
る
方
法
を
考
え

て
い
る
う
ち
に
、
ま
ず
は
洗
浄
す
る
方
法
を
開
発
し
、
洗

浄
廃
水
か
ら
体
液
を
抽
出
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
文
化
財
の
保
存
修
復
に
お
い
て
、
ま
ず
初
め
に
行
う
処

置
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
は
、
大

き
く
分
け
て
乾
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
、
溶
剤
な
ど
を
用
い

た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
研
究
は
後
者
で

す
。
保
存
修
復
技
法
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
修
復

作
業
従
事
者
に
対
す
る
安
全
性
や
、
技
法
の
簡
易
さ
な

ど
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
、
よ
り
よ
い
保
存
修
復
技
法
の

開
発
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
そ
こ
で
用

い
ら
れ
る
保
存
修
復
材
料
の
特
性
を
把
握
す
る
こ
と
も
、

重
要
な
研
究
項
目
で
す
。

　
今
回
の
研
究
で
は
、
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
な
ど
を
通
し

て
、
微
視
的
に
汚
物
の
付
着
状
況
と
洗
浄
に
よ
り
除
去
さ

れ
た
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
多
岐
に
わ
た
り

大
変
複
雑
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
一
つ
一
つ

実
験
を
行
い
、
事
実
確
認
と
考
証
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

文
化
財
の
保
存
修
復
に
最
適
な
洗
浄
技
法
と
洗
浄
用
材

料
に
つ
い
て
探
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

美
術
工
芸
文
化
財
の

保
存
修
復
用
洗
浄
に
関
す
る
研
究
　
（
平
成
27
年
度
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金

　基
盤
研
究
（
C
）に
採
択
）
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